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平成１９年３月中間期業績の前年同期実績からの差異に関するお知らせ 
 
 当社は、中間期の業績予想を開示しておりませんが、平成１９年３月中間期（平成１８年１０月１
日 ～ 平成１９年３月３１日）の業績が、前年同期の実績値に比較して重要な差異を生じることと
なりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成１９年３月中間期業績（連結）と前年同期実績（連結）との差異 

（単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前年同期実績（Ａ） 

（平成 18 年３月中間期業績） １，５０５ ４８ １８ 

今回発表業績（Ｂ） 

（平成 19 年３月中間期業績） １，２９９ ３ ２４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２０５ △４４ ６ 

増 減 率            （％） △１３．７ △９２．４ ３５．７ 

 

２ 差異の理由 

  売上高につきましては、当中間連結会計期間においては将来の収益拡大のためのコンテンツの先

行投資が多く、コンテンツ業界特有の契約遅延による売上高の計上が当初の予定とおり進んでいな

いこと等により、前年同期実績より 205 百万円減少し 1,299 百万円（対前年同期実績 13.7％減少）

となっております。 

一方、経常利益につきましては、コンテンツの先行投資に対する広告宣伝費の増加（テレビＣＭ、

東京アニメフェア出展等）に伴う販売費及び一般管理費の増加（対前年同期比 61 百万円の増加）に

より、前年同期実績より 44 百万円減少し３百万円（対前年同期実績 92.4％減少）となっております。 

 

以  上 


